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質
問　

上
野
三
碑
の
世
界
記
憶
遺
産

登
録
へ
の
道
筋
と
や
る
べ
き
こ
と
は
。

答
弁　

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
申
請
は
、
偶

数
年
の
３
月
末
が
締
め
切
り
で
、
国

内
で
３
件
以
上
の
申
請
が
あ
れ
ば
２

件
に
選
定
さ
れ
る
。
現
在
、
ほ
か
に

５
団
体
が
登
録
を
目
指
し
て
い
る
と

の
情
報
が
あ
る
。
知
名
度
向
上
の
た

め
の
広
報
活
動
と
引
き
続
き
周
辺
整

備
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問　

地
元
地
域
の
理
解
や
盛
り
上

が
り
も
必
要
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
弁　

県
と
共
同
し
て
引
き
続
き
情

報
発
信
を
行
い
、
地
元
地
域
の
方
々

を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
登
録
に
向
け
て
の
機

運
を
盛
り
上
げ
た
い
。

質
問　

健
康
に
は
青
壮
年
期
か
ら
の

運
動
が
大
切
だ
が
、
健
康
マ
ッ
プ
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
増
設
の
考
え
は
。

答
弁　

た
か
さ
き
ま
る
ご
と
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
い
う
健
康
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の

整
備
さ
れ
た
道
路
や
公
園
等
の
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
健
康
器
具
と
し
て
活
用

し
、
街
中
全
体
を
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
に
見
立
て
た
も
の
で
、
市
民
の

健
康
増
進
と
と
も
に
街
中
の
賑
わ
い

創
出
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
郊
外
に
も
新
し
く
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り

身
近
に
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も

ら
え
る
施
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

高
齢
者
が
特
殊
詐
欺
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

特
殊
詐
欺
の
手
口
と
対
策
の

周
知
と
と
も
に
、
自
分
も
被
害
に
遭

う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
広
報
、

町
内
回
覧
、
防
犯
イ
ベ
ン
ト
、
出
前

講
座
等
の
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
行

い
た
い
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
不
審
電
話
の
情
報
が
あ
っ
た
場
合

は
、
随
時
安
心
ほ
っ
と
メ
ー
ル
を
発

信
し
、
広
く
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

質
問　

倉
渕
地
域
で
は
、
河
川
の
浸

食
に
よ
る
河
床
低
下
で
、
農
業
用
水

の
取
水
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

河
床
を
一
定
の
高
さ
に
保
つ
帯お

び
こ
う工
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

帯
工
の
施
工
は
、
河
床
安
定

に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
ま

で
の
施
工
経
緯
等
を
調
査
し
、
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
大
型

台
風
が
増
え
て
い
る
が
、
防
災
面
か

ら
堤
防
の
か
さ
上
げ
や
河
川
拡
幅
等

の
対
策
強
化
の
考
え
は
。

答
弁　

国
土
交
通
省
で
は
石
原
、
寺

尾
地
区
の
築
堤
工
事
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
川
浦
地
区
の
河
床
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。
県
で
は
烏
川
圏
域
河

川
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
無

堤
区
間
の
築
堤
や
護
岸
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。
今
後
、
国
土
交
通
省
や

県
に
対
し
、
烏
川
河
川
整
備
の
事
業

推
進
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
区
防
災
計
画
は
、
町
内
会

な
ど
で
自
発
的
に
つ
く
る
計
画
で
あ

る
が
、
そ
の
意
義
と
計
画
策
定
を
促

す
方
策
は
。

答
弁　

地
域
の
危
険
箇
所
や
避
難
場

所
の
再
確
認
な
ど
、
具
体
的
に
ど
う

避
難
す
る
か
共
通
認
識
を
持
つ
た
め

の
重
要
な
計
画
と
認
識
し
て
い
る
。

貝
沢
地
区
は
、
井
野
川
の
増
水
に
伴

う
防
災
認
識
の
高
い
地
域
で
、
準
備

の
整
っ
た
町
内
会
か
ら
順
に
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
他
地
域
に
お
い
て

も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
地
域
の
特

性
を
踏
ま
え
な
が
ら
順
次
進
め
た
い
。

質
問　

障
が
い
者
の
緊
急
連
絡
先
や

必
要
な
支
援
を
記
し
た
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
導
入
の
考
え
は
。

答
弁　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
害
者

と
支
援
者
を
つ
な
ぐ
有
効
な
ア
イ
テ

ム
だ
が
、
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
る
た
め
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性
が
あ

り
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
踏
ま

え
、
各
種
団
体
等
の
意
見
を
伺
い
最

も
ふ
さ
わ
し
い
支
援
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

本
市
は
街
路
樹
が
少
な
い
と

感
じ
る
が
、
都
市
空
間
に
お
け
る
街

路
樹
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

街
路
樹
は
地
域
住
民
に
と
っ

て
身
近
な
緑
で
あ
り
、
風
格
あ
る
街

路
樹
の
並
木
や
花
木
は
都
市
の
顔
と

な
る
道
路
景
観
の
重
要
な
要
素
と
考

え
る
。
今
後
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
街

路
樹
の
再
生
に
努
め
た
い
。

質
問　

平
成
27
年
４
月
開
始
予
定
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、

消
費
税
増
税
分
を
財
源
に
予
定
し
て

い
た
が
、
増
税
が
先
送
り
に
な
り
財

源
確
保
の
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。

国
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
市
独
自
の

支
援
策
が
必
要
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答
弁　

国
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
が

い
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
明
確
な
考
え
、
方
向
性
を
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
市
の
子

育
て
新
施
策
が
後
退
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

浜
川
競
技
場
は
日
本
陸
上
競

技
連
盟
の
暫
定
的
な
２
種
公
認
競
技

場
で
あ
り
、
平
成
29
年
３
月
ま
で
に

仕
様
に
満
た
な
い
と
３
種
に
降
格
し
、

関
東
大
会
レ
ベ
ル
の
大
会
が
開
催
で

き
な
く
な
る
。
２
種
存
続
条
件
の
観

客
席
５
０
０
０
席
や
投
て
き
ネ
ッ
ト

の
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。
ま
た
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
や
夜
間
照
明
を
設
置
し
ト

ラ
ッ
ク
を
開
放
す
る
考
え
は
。

答
弁　

今
後
、
観
客
席
の
増
設
を
初

め
、
２
種
公
認
の
継
続
に
向
け
て
研

究
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
も
順
次
検
討
を
進
め
る
。
さ

ら
に
夜
間
ラ
ン
ナ
ー
に
ト
ラ
ッ
ク
を

開
放
す
る
こ
と
は
、
安
全
確
保
は
も

ち
ろ
ん
競
技
場
の
有
効
活
用
や
陸
上

競
技
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
夜
間
照
明
の
設
置
も
研
究
し
て

い
き
た
い
。

まめ知識
障害のある方などが携帯していることにより、災害時や日常生活の中で困ったときに、周囲に自己の障害への理解や支援を
求めるためのカードのこと。

振り込め詐欺を始めとする、不特定の者に対し、電話その他の手段を用いて、現金等をだまし取る詐欺のこと。
●ヘルプカード
●特殊詐欺
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質
問　

来
年
度
か
ら
の
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
当
た
り
、
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
状
況
と
今
後

の
予
定
は
。

答
弁　

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
費
助
成

金
は
、
利
用
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

費
用
の
９
割
を
給
付
す
る
も
の
で
、

来
年
度
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
の
意
見
等
を
聞
く
中
で
検
討
し
、

予
算
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で
事
務

を
進
め
て
い
る
。

質
問　

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
施

策
は
。

答
弁　

本
市
で
は
10
月
か
ら
窓
口
に

手
話
ま
た
は
筆
談
の
表
示
が
あ
る
「

耳
マ
ー
ク
」
を
設
置
し
て
い
る
。
指

し
示
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
希
望

に
応
じ
た
窓
口
対
応
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
支
所
へ
手
話
通
訳
者
の
巡

回
を
新
た
に
開
始
し
た
ほ
か
、
聴
覚

障
害
者
の
方
が
医
療
機
関
を
受
診
す

る
際
に
利
用
で
き
る
手
話
通
訳
者
派

遣
や
、
市
民
を
対
象
と
し
た
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

鳥
取
県
な
ど
で
制
定
さ
れ
て

い
る
手
話
言
語
条
例
は
、
福
祉
の
底

上
げ
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
本
市

で
の
制
定
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁　

手
話
言
語
条
例
は
、
鳥
取
県

を
含
め
た
６
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て

お
り
、
本
市
と
し
て
は
国
の
動
向
や

全
国
的
な
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

残
土
条
例
が
制
定
さ
れ
た
自

治
体
で
は
、
仮
置
き
場
と
処
分
場
を

兼
ね
た
施
設
の
確
保
が
進
ん
で
い
る
。

本
市
で
も
処
分
場
確
保
は
重
要
な
課

題
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答
弁　

景
気
回
復
に
よ
り
民
間
工
事

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
近
い
将
来
に

残
土
処
理
の
問
題
が
発
生
す
る
と
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
公
共
工
事
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
残
土
の

仮
置
き
場
や
処
分
場
の
確
保
が
課
題

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
高
崎
土
木

事
務
所
、
市
、
群
馬
県
建
設
業
協
会

の
３
者
で
、
残
土
の
有
効
利
用
や
残

土
処
理
を
協
議
し
、
最
善
の
解
決
策

を
模
索
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て

施
設
候
補
地
の
調
査
、
検
討
も
進
め

て
い
る
。

質
問　

東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
全
線

と
、
交
差
す
る
幹
線
道
路
の
推
進
計

画
の
内
容
は
。

答
弁　

東
毛
広
域
幹
線
道
路
は
、
現

在
、
一
部
区
間
が
暫
定
２
車
線
の
開

通
で
あ
る
た
め
、
県
は
早
期
の
全
線

４
車
線
化
を
目
指
し
て
い
る
。
交
差

す
る
長
瀞
線
の
柳
瀬
橋
ま
で
の
拡
幅

整
備
は
、
今
年
度
か
ら
県
が
着
手
し

て
お
り
、
市
も
協
力
し
て
推
進
し
た

い
。
高
前
幹
線
は
、
新
保
日
高
土
地

区
画
整
理
事
業
で
一
部
区
間
の
整
備

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
競
馬
場
通
り

線
の
区
間
は
、
交
通
需
要
の
増
加
や

周
辺
道
路
の
混
雑
状
況
の
推
移
を
見

な
が
ら
事
業
化
の
検
討
を
進
め
た
い
。

質
問　

合
併
地
域
で
の
学
校
給
食
に

つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
方
式
か
ら
自
校

方
式
へ
の
移
行
の
現
状
は
。
ま
た
、

速
や
か
な
オ
ー
ル
自
校
方
式
を
望
む

が
、
見
解
は
。

答
弁　

合
併
後
は
、
新
た
に
中
学
校

４
校
、
小
学
校
10
校
が
自
校
方
式
と

な
っ
た
。
さ
ら
な
る
自
校
方
式
へ
の

移
行
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

や
校
舎
の
改
築
等
を
考
慮
し
、
全
市

的
な
視
野
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

給
食
費
の
滞
納
対
策
に
お
い

て
、
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か
ら

児
童
の
養
育
を
目
的
と
し
た
児
童
手

当
か
ら
の
天
引
き
は
や
め
、
就
学
援

助
こ
そ
検
討
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

答
弁　

児
童
手
当
か
ら
の
天
引
き
は

保
護
者
の
方
に
十
分
説
明
し
、
承
諾

を
い
た
だ
い
て
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
入
学
説
明

会
の
際
や
滞
納
し
が
ち
な
家
庭
の
状

況
等
を
確
認
し
な
が
ら
援
助
基
準
等

を
説
明
し
て
い
る
。

質
問　

義
務
教
育
は
無
償
と
い
う
憲

法
の
立
場
に
立
て
ば
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
は
正
当
な
要
求
で
あ
る
が
、

見
解
は
。

答
弁　

学
校
給
食
法
第
11
条
第
２
項

で
は
、
保
護
者
に
よ
る
食
材
費
の
負

担
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
安
全
・
安

心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
本
市
の
学
校

給
食
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の

規
定
に
沿
っ
た
対
応
を
続
け
た
い
。

質
問　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現
状
を

踏
ま
え
、
よ
り
き
め
細
か
な
道
路
愛

護
へ
の
支
援
を
望
む
が
、
見
解
は
。

答
弁　

道
路
愛
護
運
動
は
、
道
路
美

化
や
維
持
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
大
変
重
要
な
活
動
と
認
識
し

て
い
る
。
現
在
、
山
間
地
域
で
交
通

の
支
障
と
な
る
草
や
枝
を
排
除
す
る

草
刈
機
の
使
用
に
対
し
、
少
額
の
助

成
を
し
て
い
る
。
助
成
の
運
用
や
拡

充
は
、
今
後
も
継
続
的
に
調
査
研
究

を
し
た
い
。

質
問　

高
崎
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
は
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
が
、

第
２
期
基
本
構
想
は
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

答
弁　

高
崎
駅
東
口
の
集
客
施
設
等

の
開
発
に
伴
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
重
点
的
に
推
進
す
る
対
象
エ
リ
ア

の
拡
大
を
検
討
し
た
い
。
引
き
続
き

質
の
高
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指

し
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
り
た
い
。

質
問　

里
山
更
生
や
林
地
残
材
の
有

効
利
用
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
推
進
が
重
要
と
考
え
る
が
、
民
間

企
業
で
行
う
場
合
の
支
援
策
は
。

答
弁　

林
野
庁
の
森
林
・
林
業
再
生

基
盤
づ
く
り
交
付
金
の
中
に
木
質
燃

料
製
造
施
設
等
の
整
備
を
支
援
す
る

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
森
林
組
合
等
が

実
施
す
る
場
合
は
２
分
の
１
、
民
間

事
業
者
の
場
合
は
３
分
の
１
を
限
度

と
し
た
定
額
補
助
が
あ
る
。

まめ知識
未利用のまま林地に残置されている間伐材や工場、住宅の解体などで発生する木材など、再生可能な生物由来の有機性資源のこと。

聞こえが不自由なことを表すマークのこと。聴覚障害者であること、また、配慮していることを示すのに使われている。

●木質バイオマス
●耳マーク

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
施
策

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
助
成
金
の
今
後

岩い

わ

た田 

　寿
ひ
さ
し

（
新
風
会
）

市
街
地
の
道
路
交
通
体
系

残
土
条
例
制
定
後
の
残
土
処
理

大お
お
た
け竹 

隆り
ゅ
う
い
ち一

（
新
風
会
）

学
校
給
食
費
の
無
償
化

就

学

援

助

の

強

化
清き

よ
づ
か塚 

直な

お

み美

（
日
本
共
産
党
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策

道
路
愛
護
の
現
状
と
支
援
長お

さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
志
民
た
か
さ
き
）


